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議案第３７号関係 

参考資料 

 

千葉市文化財保存活用地域計画について 

 

１ 策定目的 

文化財を保存・活用するには、市民や関係団体、所有者、専門機関、行政をはじめ地域総

がかりで計画的かつ組織的に取り組む必要があることから、市内の文化財の総合的な保存

活用に係るマスタープラン兼アクションプランとして策定する。 

策定後は、計画に基づき、市民や所有者、行政などが協力し、文化財を活かした魅力溢れ

るまちづくりに取り組む。 

本市では、これまで文化財全般を対象とした総合的な計画は策定しておらず、初の計画と

なる。 

 

  ◎文化財保存活用地域計画 

   平成 31年度の文化財保護法改正により、地域住民と行政が一体となり、地域の文化 

  財を後世に継承していくための体制整備を目的に制度化された。 

   文化財保護法の規定（法第 183条の 3）や文化庁の指針、都道府県が策定する「文化 

財保存活用大綱」（千葉県は令和２年度に策定済み）を踏まえ、市町村の特色を活かし 

つつ策定し、文化庁長官の認定を受けることで、新たな国庫補助金の活用、市町村によ 

る未指定文化財の国登録文化財への提案等が可能になる。 

 

２ 他市事例 

  政令市：策定済み又は作成中１２市（札幌市、さいたま市、横浜市、川崎市、相模原市、

静岡市、浜松市、名古屋市、京都市、神戸市、福岡市、北九州市） 

未着手７市（仙台市、新潟市、大阪市、堺市、広島市、岡山市、熊本市） 

  県 内：策定済み又は作成中１２市（我孫子市、銚子市、富里市、香取市、鎌ケ谷市、

松戸市、柏市、佐倉市、流山市、館山市、鴨川市、東金市） 

 

３ 策定体制 

  文化庁の指導・助言のもと、国庫補助事業として、令和４年度から７年度の４か年計画 

で策定する。 

千葉市文化財保存活用協議会で検討し、文化財保護審議会及び庁内関係各課の意見を 

聴取・反映の上、計画原案を取りまとめる。 

 パブリックコメントを実施し、計画を策定する。 
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◎千葉市文化財保存活用協議会 

文化財保護法に規定された協議会（法第 183条の 9）で、計画の作成、変更及び実施 

のため、多様な関係者により組織する。 

 設置は国庫補助事業として計画策定を行うための条件の一つであり、本市でも令和 

４年度に設置した。 

 

 

４ 計画の概要（別紙「０３ 千葉市文化財保存活用地域計画【千葉県】」参照） 

 

 

５ 現在の進捗状況 

令和３年度 過去の文化財調査成果の整理等の準備作業に着手した。 

令和４年度 協議会設置、計画素案・文化財リストの作成、アンケート調査結果の分析、 

市民講座開催。 

      ※国庫補助事業として、令和４年度から７年度の４か年で実施する。 

令和５年度 計画素案・文化財リストの作成（継続）、市民参加型ワークショップ開催、

協議会開催。 

令和６年度 計画素案・文化財リストの作成（継続）、内容の庁内照会、協議会開催。文

化庁担当調査官への照会 

令和７年度 パブリックコメント手続きの実施（５月２８日から６月３０日まで） 

       計画案を文化庁に提出（９月） 

 

６ 今後のスケジュール 

 ９月～１１月上旬     文化庁各部門担当調査官による内容確認 

              関係省庁による内容確認 

 １１月７日        教育委員会会議議案提出 

 １１月下旬        文化庁に認定申請 

 １２月中旬        文化庁長官による認定 
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0
3

千
葉
市
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
【
千
葉
県
】

推
進
体
制

指
定
等
文
化
財
件
数
一
覧

歴
史
文
化
の
特
徴

【
計
画
期
間
】

令
和
８
～
1
4
年
度
（
７
年
間
）

【
面

積
】
2
7
1
.7
8
㎢

【
人

口
】

約
9
8
.8
万
人

指
定
等
文
化
財
は
、
１
２
０
件

未
指
定
文
化
財
は
、
４
，
９
７
６
件
把
握

※
1

千
葉
市
地
域
文
化
財

※
2

う
ち
1
件
は
特
別
史
跡

※
3

う
ち
1
件
は
特
別
天
然
記
念
物

③
海
と
陸
の
文
化
を
取
り
入
れ
育
ん
だ
生
活
と
信
仰

海
と
陸
の
豊
か
な
自
然
資
源
に
根
ざ
し
た
東
京
湾
沿
岸
部
の
漁
業
や

内
陸
部
の
農
業
が
発
展
し
、
そ
れ
ら
は
海
の
神
を
祀
る
祭
り
や
山
岳
信

仰
な
ど
の
民
俗
文
化
を
育
ん
で
き
ま
し
た
。
都
市
化
が
進
む
現
代
に
お

い
て
も
、
自
然
と
の
関
わ
り
の
中
で
育
ま
れ
た
生
活
や
文
化
は
、
千
葉

市
の
歴
史
文
化
を
物
語
る
重
要
な
要
素
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

①
東
京
湾
と
下
総
台
地
が
も
た
ら
し
た
豊
か
な
自
然
資
源

東
京
湾
の
海
産
資
源
と
下
総
台
地
の
陸
産
資
源
と
い
う
２
つ
の
豊
か

な
自
然
は
、
各
時
代
の
文
化
形
成
の
根
幹
を
な
し
、
加
曽
利
貝
塚
や
古

墳
、
千
葉
氏
に
よ
る
中
世
の
ま
ち
な
ど
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。
近
・
現

代
に
お
い
て
も
、
自
然
地
形
を
活
か
し
た
飛
行
場
や
リ
ゾ
ー
ト
地
の
歴

史
を
伝
え
る
資
料
や
景
観
、
谷
津
田
の
田
園
風
景
が
遺
り
、
自
然
景
観

が
広
く
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

②
房
総
と
鎌
倉
・
江
戸
・
東
京
を
結
ぶ
中
継
地

海
と
陸
の
利
便
性
を
活
か
し
、
古
代
か
ら
海
上
・
陸
上
交
通
の
要
衝

と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
東
京
湾
の
対
岸
の
鎌
倉
・
江
戸
へ
行
き

来
す
る
海
上
交
通
の
拠
点
と
な
り
、
明
治
以
降
の
鉄
道
網
の
整
備
で
政

治
・
経
済
・
文
化
の
面
か
ら
、
房
総
半
島
に
お
け
る
中
心
地
と
し
て
の

地
位
を
確
立
し
ま
し
た
。

 

千
葉
市
の
指
定
等
文
化
財
件
数

(令
和

7
(2

0
2

5
)年

8
月
現
在

) 

類
型

 
種
別

 
国
指
定
・

選
定

 
国
選
択

 
県
指
定

 
市
指
定

 
国
登
録

 
県
登
録

 
市
登
録

※
１

 
合
計

 

有
形
文
化
財

 建
造
物

 
0
 

－
 

3
 

6
 

8
 

0
 

1
 

1
8

 

美 術 工 芸 品 
絵
画

 
1
 

－
 

7
 

0
 

0
 

0
 

0
 

8
 

彫
刻

 
1
 

－
 

3
 

1
6
 

0
 

0
 

0
 

2
0

 

工
芸
品

 
3
 

－
 

4
 

3
 

0
 

0
 

0
 

1
0

 

書
跡
・
典
籍

 
0
 

－
 

2
 

0
 

0
 

0
 

0
 

2
 

古
文
書

 
0
 

－
 

1
 

2
 

0
 

0
 

2
 

5
 

考
古
資
料

 
0
 

－
 

2
 

8
 

0
 

0
 

0
 

1
0

 

歴
史
資
料

 
0
 

－
 

0
 

1
 

0
 

0
 

1
 

2
 

無
形
文
化
財

 
0
 

0
 

2
 

0
 

0
 

0
 

0
 

2
 

民
俗
文
化
財

 有
形
の
民
俗
文
化
財

 
0
 

－
 

0
 

1
 

1
 

0
 

0
 

2
 

無
形
の
民
俗
文
化
財

 
0
 

1
 

2
 

1
 

0
 

0
 

4
 

8
 

記
念
物

 

遺
跡

 
5
※
２

 
－

 
6
 

1
2
 

0
 

0
 

2
 

2
5

 

名
勝
地

 
0
 

－
 

0
 

1
 

0
 

0
 

0
 

1
 

動
物
、
植
物
、
地
質
鉱
物

 
4
※
３

 
－

 
3
 

0
 

0
 

0
 

0
 

7
 

文
化
的
景
観

 
0
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

0
 

伝
統
的
建
造
物
群

 
0
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

0
 

合
計

 
1

4
※
２
・
３

 
１

 
3

5
 

5
1

 
9

 
0

 
1

0
 

1
2

0
 

 文
化
財
の
保
存
技
術

 
0
 

－
 

0
 

0
 

－
 

－
 

－
 

0
 

御
成
街
道

大
舟
の
飾
り
幕

大
草
の
谷
津
田
景
観
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地
域
に
残
る
文
化
財
を
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
守
り
伝
え
、
文
化
財
を
活
か
し
た

魅
力
溢
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
こ
と
を
基
本
理
念
と
し
ま
す

0
3

千
葉
市
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
【
千
葉
県
】

【
取
組
み
の
例
】

【
課

題
】

【
方

針
】

文
化
財
の
保
存
・
活
用
に
関
す
る
課
題
・
方
針
・
取
組
み

文 化 財 の 価 値 ・ 魅 力 を

「 知 る 」

み ん な で 文 化 財 を

「 活 か す 」

文 化 財 を 先 の 世 代

ま で 「 守 る 」

把
握
調
査
、
現
況
確
認
調
査
に
お
け
る
課
題

文
化
財
の
現
況
確
認
が
不
十
分
又
は
情
報
更

新
が
で
き
て
い
な
い

等
①
文
化
財
の
把
握
調
査
、
現
況
確
認
調
査
の
推
進

調
査
・
研
究
、
指
定
・
登
録
に
お
け
る
課
題

都
市
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
関
す
る
文
化
財

の
調
査
・
研
究
と
公
開
が
不
十
分

等

公
開
・
展
示
に
お
け
る
課
題

身
近
に
文
化
財
に
触
れ
る
機
会
が
少
な
い

等
③
文
化
財
を
知
る
機
会
・
場
所
の
創
出

②
文
化
財
の
価
値
や
魅
力
を
明
ら
か
に
す
る
た
め

の
調
査
・
研
究
と
成
果
の
公
開

情
報
発
信
に
お
け
る
課
題

文
化
財
へ
の
興
味
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た

め
の
方
法
の
検
討
が
不
十
分

等
④
文
化
財
情
報
の
効
果
的
な
発
信

【
重
】

3
都
市
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
関
連
遺
跡
の
発
掘
調
査
の
実
施

加
曽
利
貝
塚
や
千
葉
氏
関
連
遺
跡
等
の
都
市
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
関
連
す
る
重

要
な
遺
跡
に
つ
い
て
、
大
学
等
の
専
門
機
関
と
連
携
し
た
発
掘
調
査
等
を
実
施
し
、

価
値
や
魅
力
を
学
術
的
に
裏
付
け
る
。

■
取
組
主
体
：
行
政
,専

門
機
関
,関

係
団
体
,所

有
者

■
R
8
～
1
4

【
新
】

 1
4

 大
学
等
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
若
年
層
へ
の
訴
求
力
の
向
上

文
化
財
に
興
味
関
心
の
薄
い
若
年
層
を
対
象
に
、
文
化
財
の
価
値
や
魅
力
を
探
し

活
用
方
法
を
検
討
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
、
大
学
等
機
関
と
連
携
し
て
実
施
す

る
。
市
は
こ
の
成
果
を
活
用
し
、
若
年
層
に
訴
求
す
る
文
化
財
の
価
値
や
魅
力
を

発
信
す
る
方
法
を
検
討
す
る
。

■
取
組
主
体
：
行
政
,専

門
機
関
,所

有
者
,市

民
・
地
域

■
R
8
～
1
1

⑩
文
化
財
の
適
切
な
保
存
・
管
理

⑪
文
化
財
収
蔵
施
設
の
適
切
な
管
理

保
存
・
管
理
に
お
け
る
課
題

埋
蔵
文
化
財
保
護
制
度
の
周
知
が
不
十
分

文
化
財
の
収
蔵
ス
ペ
ー
ス
が
不
足

等

⑫
文
化
財
の
防
災
・
防
犯
の
推
進

防
災
・
防
犯
に
お
け
る
課
題

個
々
の
文
化
財
の
防
災
・
防
犯
状
況
を
確
認

で
き
て
い
な
い

等

⑬
継
承
支
援
策
の
強
化

継
承
支
援
に
お
け
る
課
題

存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
郷
土
芸
能
が
あ
り
、
支

援
が
必
要

等

【
新
】

 4
8

 災
害
時
等
の
連
絡
体
制
や
防
災
・

防
犯
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備

災
害
時
や
盗
難
被
害
等
発
生
時
の
連
絡
体
制
や

防
災
・
防
犯
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
整
備
し
、
所
有

者
・
管
理
者
に
配
布
す
る
。

■
取
組
主
体
：
行
政
,専

門
機
関
,関

係
団
体
,所

有
者

■
R
1
2
～
1
4

⑤
保
存
・
活
用
を
推
進
す
る
た
め
の
体
制
整
備

体
制
整
備
に
お
け
る
課
題

文
化
財
を
管
理
・
活
用
す
る
た
め
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
が
未
整
備

等

⑥
多
様
な
主
体
と
の
連
携
促
進

⑦
市
民
や
関
係
団
体
の
活
動
の
確
認
と
相
互
連
携

連
携
に
お
け
る
課
題

活
動
す
る
市
民
や
関
係
団
体
同
士
の
連
携
が

不
十
分

等

⑧
文
化
財
の
価
値
や
魅
力
を
伝
え
る
多
角
的
な
活
用

活
用
（
ま
ち
づ
く
り
）
に
お
け
る
課
題

観
光
や
ま
ち
づ
く
り
事
業
と
連
携
し
た
文
化

財
の
活
用
が
不
十
分

等

⑨
学
校
教
育
に
お
け
る
文
化
財
の
活
用
の
促
進

活
用
（
教
育
）
に
お
け
る
課
題

教
科
書
に
よ
る
授
業
だ
け
で
は
、
郷
土
の
歴

史
や
文
化
財
へ
の
理
解
が
不
十
分

等

【
新
】

 2
5

 関
係
団
体
の
活
動
調
査

文
化
財
を
保
存
・
活
用
す
る
地
域
の
担
い
手
と

連
携
す
る
た
め
、
公
民
館
等
で
活
動
す
る
関
係

団
体
や
そ
の
活
動
を
確
認
す
る
。

■
取
組
主
体
：
行
政
,関

係
団
体
,市

民
・
地
域

■
R
8
～
1
1

【
新
】

 3
0

 文
化
財
の
価
値
や
魅
力
を
活
か
し
た
ユ
ニ
ー
ク
ベ
ニ
ュ
ー
の
検
討

M
IC
E
主
催
者
へ
の
ニ
ー
ズ
調
査
等
、
建
造
物
や
史
跡
等
の
ユ
ニ
ー
ク
べ

ニ
ュ
ー
と
し
て
の
活
用
を
、
観
光
担
当
課
と
連
携
し
て
検
討
・
調
整
を
行
う
。

■
取
組
主
体
：
行
政
,関

係
団
体
,所

有
者
,市

民
・
地
域

■
R
1
2
～
1
4

【
新
】
：
新
規
事
業

【
重
】
：
重
点
的
に
取
り
組
む
事
業

文
化
財
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

地
域
住
民
に
よ
る

古
文
書
の
虫
干
し
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「
千

葉
市

文
化

財
保

存
活

用
地

域
計

画
」

（
案

）
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

 
意

見
の

概
要

と
市

の
考

え
№

頁
数

項
目

意
見

内
容

意
見

内
容

に
対

す
る

市
の

考
え

修
正

の
有

無

1
1

序
章

(
1
)
計

画
作

成
の

背
景

1
段

落
目

、
2
段

落
目

「
千

葉
市

に
は

、
今

か
ら

3
5
,
0
0
0
年

前
の

～
」

→
「

現
千

葉
市

域
に

は
、

今
か

ら
～

」
、

「
千

葉
市

は
、

明
治

時
代

に
入

り
、

」
→

「
現

千
葉

市
(
当

時
の

千
葉

町
)
は

、
明

治
時

代
に

入
り

、
」

の
方

が
時

代
の

変
化

を
感

じ
や

す
い

と
思

い
ま

す
。

現
在

の
千

葉
市

を
表

現
す

る
も

の
と

し
て

"
千

葉
市

”
を

使
っ

て
い

る
た

め
、

原
文

の
ま

ま
で

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
無

2
1

序
章

(
1
)
計

画
作

成
の

背
景

7
段

落
目

「
近

年
は

、
戦

後
に

流
入

し
た

～
」

→
「

近
年

は
、

戦
後

に
人

口
流

入
し

た
～

」
が

適
切

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。

文
章

構
成

の
観

点
か

ら
原

文
の

ま
ま

で
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

無

3
1

序
章

(
2
)
計

画
作

成
の

目
的

1
段

落
目

「
こ

れ
ま

で
は

、
史

跡
や

建
造

物
な

ど
個

別
の

文
化

財
に

対
し

て
、

行
政

や
所

有
者

、
一

部
の

市
民

が
個

々
に

対
症

療
法

的
に

対
応

せ
ざ

る
を

得
な

い
状

況
が

あ
り

ま
し

た
。

し
か

し
、

市
内

に
多

く
残

る
多

種
多

様
な

文
化

財
を

確
実

に
保

存
・

活
用

し
て

い
く

に
は

、
計

画
的

か
つ

組
織

的
に

取
り

組
む

必
要

が
あ

り
ま

す
。

」
と

記
載

が
あ

る
が

、
こ

れ
ま

で
は

、
国

・
県

・
市

が
指

定
し

た
文

化
財

で
あ

っ
て

も
、

行
政

や
所

有
者

、
一

部
の

市
民

が
個

々
に

対
処

療
法

的
に

保
存

・
活

用
し

て
い

た
と

い
う

理
解

で
よ

い
で

し
ょ

う
か

。

ご
指

摘
の

理
解

で
間

違
い

あ
り

ま
せ

ん
。

ま
た

、
「

対
処

療
法

的
」

と
い

う
表

現
を

よ
り

わ
か

り
や

す
く

す
る

た
め

、
「

こ
れ

ま
で

は
、

史
跡

や
建

造
物

な
ど

個
別

の
文

化
財

に
対

し
て

、
行

政
や

所
有

者
、

一
部

の
市

民
が

そ
れ

ぞ
れ

の
状

況
に

合
わ

せ
て

対
応

を
進

め
て

き
ま

し
た

。
」

に
変

更
有

4
1

序
章

(
1
)
計

画
作

成
の

背
景

「
千

葉
市

は
3
5
,
0
0
0
年

前
の

旧
石

器
時

代
ま

で
さ

か
の

ぼ
る

豊
か

な
歴

史
的

背
景

が
あ

り
ま

す
。

」
と

あ
り

ま
す

が
、

意
外

と
知

ら
れ

て
い

な
い

と
思

い
ま

す
。

な
ぜ

そ
う

な
の

か
、

地
理

的
に

も
、

地
形

的
に

も
、

後
背

地
と

す
る

だ
け

で
な

く
、

連
続

し
た

丘
陵

地
、

台
地

と
し

て
大

き
な

意
味

を
持

っ
て

い
る

こ
と

を
、

文
化

へ
の

影
響

を
踏

ま
え

、
も

っ
と

市
民

に
知

ら
せ

て
良

い
と

思
い

ま
す

。

い
た

だ
い

た
ご

意
見

は
今

後
計

画
の

取
組

を
進

め
る

う
え

で
参

考
と

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

無

5
2

序
章

(
1
)
計

画
作

成
の

目
的

「
こ

の
地

域
計

画
は

、
よ

り
多

く
の

市
民

が
、

自
分

の
住

む
地

域
の

歴
史

や
文

化
財

の
も

つ
新

た
な

価
値

や
魅

力
を

知
り

、
こ

れ
ま

で
以

上
に

文
化

財
へ

の
愛

着
を

深
め

、
文

化
財

を
守

り
伝

え
て

い
く

担
い

手
で

あ
る

と
い

う
意

識
を

共
有

す
る

こ
と

を
目

指
し

ま
す

。
」

と
あ

り
ま

し
た

。
地

域
住

民
の

目
線

を
取

り
入

れ
な

が
ら

、
ぜ

ひ
連

携
が

進
み

ま
す

よ
う

、
ご

指
導

を
お

願
い

し
ま

す
。

い
た

だ
い

た
ご

意
見

は
今

後
計

画
の

取
組

を
進

め
る

う
え

で
参

考
と

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

無

6
1
8

第
1
章

「
千

葉
市

の
概

要
」

(
3
)
産

業
　

1
行

目

「
産

業
別

従
業

者
数

を
見

る
と

～
」

→
「

千
葉

市
の

令
和

２
（

2
0
2
0
）

年
の

産
業

別
従

業
者

数
を

見
る

と
～

」
他

の
文

章
に

合
わ

せ
て

付
記

し
た

方
が

よ
い

と
思

い
ま

す
。

ご
指

摘
の

と
お

り
変

更
し

た
い

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
「

千
葉

市
の

令
和

2
(
2
0
2
0
)
年

の
産

業
別

従
業

者
数

を
見

る
と

、
」

有

7
2
0

第
1
章

「
千

葉
市

の
概

要
」

(
5
)
市

内
の

博
物

館
、

美
術

館
等

展
示

施
設

　
表

施
設

名
、

所
在

地
等

を
示

す
表

に
お

い
て

、
N
o
.
及

び
施

設
名

に
横

線
が

無
い

箇
所

が
あ

り
ま

す
。

意
図

す
る

と
こ

ろ
が

あ
り

ま
し

た
ら

教
え

て
く

だ
さ

い
。

ご
迷

惑
を

お
か

け
し

て
お

り
ま

す
。

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

公
開

し
て

い
る

デ
ー

タ
を

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

表
示

倍
率

の
関

係
で

横
線

が
見

え
な

い
よ

う
で

す
。

表
示

倍
率

を
上

げ
る

と
横

線
が

確
認

で
き

ま
し

た
。

無

5



№
頁

数
項

目
意

見
内

容
意

見
内

容
に

対
す

る
市

の
考

え
修

正
の

有
無

8
2
1

第
1
章

「
千

葉
市

の
概

要
」

3
歴

史
的

背
景

「
関

東
平

野
は

、
3
5
,
0
0
0
年

前
に

は
じ

ま
る

旧
石

器
時

代
の

遺
跡

集
中

地
で

、
と

り
わ

け
千

葉
市

域
を

含
む

下
総

台
地

は
、

全
国

の
1

割
に

及
ぶ

遺
跡

数
を

誇
り

ま
す

。
下

総
台

地
は

、
日

光
・

足
尾

山
麓

と
緑

区
土

気
町

一
帯

を
結

ぶ
尾

根
と

、
房

総
丘

陵
か

ら
緑

区
土

気
町

を
通

っ
て

下
総

台
地

に
つ

な
が

る
尾

根
に

野
生

動
物

の
通

り
道

が
あ

り
ま

す
。

こ
の

2
つ

の
道

が
交

差
す

る
緑

区
あ

す
み

が
丘

一
帯

は
狩

猟
好

適
地

で
、

旧
石

器
時

代
の

遺
跡

が
特

に
多

く
見

つ
か

っ
て

い
ま

す
。

」
と

あ
り

ま
す

。
こ

の
こ

と
を

1
年

前
に

知
っ

た
時

に
、

あ
る

主
の

感
動

を
覚

え
ま

し
た

。
こ

れ
こ

そ
が

、
千

葉
市

の
中

の
丘

陵
地

の
遺

跡
文

化
の

原
点

で
あ

る
と

思
い

ま
す

。
ぜ

ひ
、

こ
の

地
域

の
古

代
文

化
の

調
査

研
究

の
強

化
体

制
を

検
討

さ
れ

る
こ

と
を

期
待

い
た

し
ま

す
。

い
た

だ
い

た
ご

意
見

は
今

後
計

画
の

取
組

を
進

め
る

う
え

で
参

考
と

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

無

9
4
6

第
4
章

「
計

画
の

基
本

理
念

と
基

本
方

針
」

(
1
)
基

本
理

念

基
本

理
念

は
、

現
存

す
る

文
化

財
を

知
り

、
守

り
、

活
用

す
る

こ
と

だ
と

理
解

で
き

ま
す

。
さ

ら
に

こ
の

サ
イ

ク
ル

を
活

か
し

て
、

現
在

の
文

化
が

次
世

代
の

文
化

財
と

な
る

（
創

る
）

ま
で

繋
げ

て
い

け
れ

ば
と

思
い

ま
す

。
つ

ま
り

、
知

る
・

守
る

・
活

か
す

・
創

る
と

い
う

サ
イ

ク
ル

で
す

。

「
創

る
」

は
、

第
3
次

千
葉

市
文

化
芸

術
振

興
計

画
の

基
本

理
念

で
あ

り
、

「
美

術
品

や
文

化
財

の
継

承
と

魅
力

の
発

信
」

を
基

本
目

標
と

し
て

い
ま

す
。

本
計

画
と

も
連

携
す

る
内

容
に

な
り

ま
す

の
で

、
い

た
だ

い
た

ご
意

見
は

今
後

本
計

画
の

取
組

を
進

め
る

う
え

で
参

考
と

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

無

1
0

4
6

第
4
章

「
計

画
の

基
本

理
念

と
基

本
方

針
」

(
2
)
基

本
方

針
②

み
ん

な
で

文
化

財
を

「
活

か
す

」
(
体

制
整

備
、

連
携

、
活

用
)

本
文

１
段

落
目

の
考

え
方

に
賛

同
し

ま
す

。
特

に
、

デ
ジ

タ
ル

技
術

で
文

化
財

の
見

せ
方

や
、

活
用

の
仕

方
が

大
き

く
変

化
し

て
い

く
時

代
と

な
り

ま
し

た
。

建
物

や
地

形
な

ど
も

デ
ー

タ
を

も
と

に
立

体
的

に
表

現
で

き
ま

す
、

環
境

と
の

調
和

も
イ

メ
ー

ジ
と

し
て

共
有

す
る

こ
と

が
可

能
に

な
り

ま
す

。
若

い
人

達
に

は
、

V
R
の

世
界

で
文

化
財

を
学

ぶ
こ

と
も

可
能

で
し

ょ
う

。
古

墳
や

城
跡

も
立

体
的

に
視

覚
的

に
活

用
で

き
る

と
思

い
ま

す
。

た
と

え
ば

、
猪

鼻
城

界
隈

の
地

形
、

大
椎

城
の

地
形

を
V
R
で

見
て

、
現

地
で

確
認

す
る

こ
と

に
な

れ
ば

、
理

解
が

さ
ら

に
進

む
と

思
い

ま
す

。
攻

め
の

文
化

財
の

創
出

や
活

用
体

制
が

あ
っ

て
も

良
い

と
思

い
ま

し
た

。

い
た

だ
い

た
ご

意
見

は
今

後
計

画
の

取
組

を
進

め
る

う
え

で
参

考
と

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

無

1
1

4
8

第
5
章

「
文

化
財

の
保

存
・

活
用

に
関

す
る

課
題

・
取

組
み

」
「

千
葉

市
の

主
な

文
化

財
の

保
存

・
活

用
の

取
組

み
」

表

千
葉

市
の

主
な

文
化

財
の

保
存

・
活

用
の

取
組

み
の

表
に

お
い

て
、

主
な

取
組

欄
に

横
線

が
欠

け
て

い
る

理
由

を
ご

説
明

く
だ

さ
い

。

ご
迷

惑
を

お
か

け
し

て
お

り
ま

す
。

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

公
開

し
て

い
る

デ
ー

タ
を

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

表
示

倍
率

の
関

係
で

横
線

が
見

え
な

い
よ

う
で

す
。

表
示

倍
率

を
上

げ
る

と
横

線
が

確
認

で
き

ま
し

た
。

無

1
2

5
0

第
5
章

「
文

化
財

の
保

存
・

活
用

に
関

す
る

課
題

・
取

組
み

」
「

文
化

財
の

類
型

・
種

別
ご

と
の

把
握

状
況

」
表

文
化

財
の

類
型

・
種

別
ご

と
の

把
握

状
況

の
表

に
お

け
る

類
型

・
種

別
欄

も
上

記
と

同
様

で
す

。
ご

迷
惑

を
お

か
け

し
て

お
り

ま
す

。
市

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
公

開
し

て
い

る
デ

ー
タ

を
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
表

示
倍

率
の

関
係

で
横

線
が

見
え

な
い

よ
う

で
す

。
表

示
倍

率
を

上
げ

る
と

横
線

が
確

認
で

き
ま

し
た

。

無

1
3

5
6

第
6
章

「
文

化
財

の
保

存
・

活
用

に
関

す
る

取
組

み
」

取
組

3
1
「

文
化

財
め

ぐ
り

へ
の

シ
ェ

ア
サ

イ
ク

ル
の

活
用

推
進

」
に

つ
い

て

市
内

の
サ

イ
ク

ル
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
で

は
ポ

ー
ト

数
が

不
足

、
ま

た
は

満
車

・
０

台
な

ど
偏

っ
て

い
る

場
所

が
多

い
た

め
、

適
切

な
ポ

ー
ト

数
に

す
る

こ
と

、
お

よ
び

満
車

や
０

台
に

な
っ

て
し

ま
わ

な
い

よ
う

に
偏

り
対

策
を

し
て

頂
き

た
い

で
す

。

関
係

各
所

と
調

整
の

う
え

、
本

取
組

み
に

着
手

し
た

い
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

ご
意

見
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

す
。

無

6



№
頁

数
項

目
意

見
内

容
意

見
内

容
に

対
す

る
市

の
考

え
修

正
の

有
無

1
4

6
0

第
7
章

「
文

化
財

の
保

存
・

活
用

の
推

進
体

制
」

連
携

す
る

多
様

な
主

体
【

行
政

】
表

環
境

局
資

源
循

環
部

産
業

廃
棄

物
指

導
課

を
入

れ
て

い
た

だ
き

た
い

で
す

。
御

茶
屋

御
殿

な
ど

、
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
向

け
の

史
跡

と
し

て
今

後
有

効
に

活
用

で
き

る
場

所
が

残
念

な
景

観
に

な
っ

て
い

る
。

文
化

財
周

辺
の

ヤ
ー

ド
設

置
規

制
も

含
め

て
、

対
策

を
と

っ
て

い
た

だ
き

た
い

で
す

。

関
係

各
課

と
有

効
な

対
策

等
に

つ
い

て
検

討
し

て
い

き
た

い
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

ご
意

見
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

す
。

無

1
5

6
0

第
7
章

「
文

化
財

の
保

存
・

活
用

の
推

進
体

制
」

連
携

す
る

多
様

な
主

体
【

行
政

】
表

都
市

局
建

築
部

宅
地

課
を

入
れ

て
い

た
だ

き
た

い
で

す
。

今
後

、
開

発
行

為
が

広
が

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

歴
史

的
史

跡
の

景
観

に
大

き
な

影
響

が
出

て
く

る
こ

と
が

考
え

ら
れ

る
。

開
発

規
制

も
含

め
て

、
対

策
を

と
っ

て
い

た
だ

き
た

い
で

す
。

関
係

各
課

と
有

効
な

対
策

等
に

つ
い

て
検

討
し

て
い

き
た

い
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

ご
意

見
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

す
。

無

1
6

6
4

巻
末

資
料

「
千

葉
市

文
化

財
保

存
活

用
協

議
会

　
委

員
名

簿
」

表

千
葉

市
文

化
財

保
存

活
用

協
議

会
　

委
員

名
簿

に
お

い
て

も
、

前
記

と
同

様
に

所
属

欄
に

横
線

（
境

界
線

）
が

な
い

部
分

が
あ

り
ま

す
。

他
の

表
も

同
様

で
す

。

ご
迷

惑
を

お
か

け
し

て
お

り
ま

す
。

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

公
開

し
て

い
る

デ
ー

タ
を

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

表
示

倍
率

の
関

係
で

横
線

が
見

え
な

い
よ

う
で

す
。

表
示

倍
率

を
上

げ
る

と
横

線
が

確
認

で
き

ま
し

た
。

無

1
7

6
9

巻
末

資
料

(
3
)
市

民
講

座
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

参
加

者
の

年
齢

層
を

見
る

と
、

高
齢

者
が

多
い

よ
う

に
思

い
ま

す
。

３
回

の
開

催
日

は
火

曜
日

で
、

２
月

１
１

日
の

祝
日

を
除

き
、

平
日

で
す

。
若

い
年

齢
層

の
参

加
の

し
や

す
さ

も
考

え
て

休
日

開
催

も
検

討
を

お
願

い
し

ま
す

。

市
民

講
座

は
、

令
和

5
年

2
月

の
全

3
回

を
い

ず
れ

も
土

曜
日

に
実

施
し

ま
し

た
。

ま
た

、
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

は
、

令
和

5
年

1
2
月

と
、

令
和

6
年

1
月

の
全

2
回

を
い

ず
れ

も
日

曜
日

に
実

施
し

ま
し

た
。

今
後

、
講

座
等

を
実

施
す

る
際

は
、

日
時

等
を

意
識

し
つ

つ
開

催
し

た
い

と
思

い
ま

す
。

ご
意

見
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

す
。

無

1
8

―
全

般

文
化

財
の

活
用

方
法

に
つ

い
て

、
単

に
文

化
財

を
死

蔵
す

る
の

で
は

な
く

、
人

々
に

楽
し

ん
で

も
ら

う
た

め
に

は
、

文
化

の
発

展
の

物
語

や
、

そ
の

文
化

が
到

達
し

た
絶

頂
期

を
示

す
こ

と
が

重
要

で
す

。
例

え
ば

、
火

縄
銃

の
射

程
距

離
の

進
化

の
よ

う
に

、
数

字
だ

け
で

な
く

、
そ

の
背

景
に

あ
る

物
語

性
や

、
時

代
の

最
も

優
れ

た
技

術
が

凝
縮

さ
れ

た
も

の
に

こ
そ

面
白

み
が

あ
る

の
で

、
文

化
財

の
保

管
や

展
示

に
お

い
て

は
、

単
な

る
年

代
順

の
羅

列
で

は
な

く
、

発
展

の
流

れ
や

最
高

到
達

点
を

示
す

視
点

が
求

め
ら

れ
る

と
思

い
ま

す
。

い
た

だ
い

た
ご

意
見

は
今

後
計

画
の

取
組

を
進

め
る

う
え

で
参

考
と

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

無

1
9

―
全

般

区
の

シ
ン

ボ
ル

、
地

域
資

源
と

さ
れ

る
花

見
川

の
歴

史
を

多
く

の
方

に
知

っ
て

い
た

だ
く

こ
と

に
よ

り
、

“
流

れ
な

い
川

”
な

ら
で

は
の

花
見

川
の

新
た

な
価

値
、

魅
力

を
感

受
、

堪
能

し
て

頂
き

た
い

と
思

い
ま

し
た

。

関
係

各
課

と
も

連
携

し
、

い
た

だ
い

た
ご

意
見

は
今

後
計

画
の

取
組

を
進

め
る

う
え

で
参

考
と

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

無
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